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連
載
・
バ
ッ
テ
リ
ー

村
田
製
作
所
が
コ
ン
テ
ナ
型

大
型
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
開
発

山
洋
電
気
が
３
㌔
㌾
㌂
Ｕ
Ｐ
Ｓ
発
売

明電舎が瞬低対策機能付きPCS納品

LiBに対応し蓄電池へ充電・放電

大型蓄電シス
テムの外観
（提供：村田
製作所）

N11B-Li（提供：山洋電気）

持
続
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
の
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
＆
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
再
考

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
搭
載

瞬
時
電
圧
低
下
対
策
向
け

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㉙回

▼
１
０
０
号
記
念
で

　
　
思
う
こ
と

本
紙
が
創
刊
し
て
１
０
０

号
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
記

念
号
に
コ
ラ
ム
を
掲
載
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
１

０
０
号
は
、
10
進
法
に
よ
る

３
桁
の
始
ま
り
で
あ
り
、
大

き
な
飛
躍
と
な
る
。
数
字

は
、
夢
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
日
、
私
た
ち
は
、

ふ
つ
う
の
計
算
で
は
10
進

法
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
２

進
法
、
暦
や
時
計
で
は
12
進

法
と
多
様
で
あ
る
。
12
進
法

の
起
源
は
、
月
の
観
察
に
あ

る
。科

学
の
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
こ
ろ
、
昼
間
の
太
陽
の

動
き
よ
り
は
、
夜
間
に
輝
く

月
の
明
る
さ
や
姿
形
、
さ
ら

に
そ
の
運
行
は
神
秘
的
で
、

星
と
と
も
に
興
味
の
対
象
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ど
こ

の
地
域
で
も
、
月
を
調
査
記

録
す
る
者
が
現
れ
た
。
結

果
、
１
年
の
周
期
性
を
見
出

し
、
12
カ
月
と
し
て
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を

尺
度
化
し
、
12
進
法
に
発
展

で
き
た
。
自
然
に
一
致
し
た

暮
ら
し
で
あ
っ
た
と
気
づ
く
。

▼
自
然
に
根
差
し
た
暮
ら
し

12
進
法
ば
か
り
で
な
く
、

わ
が
国
は
四
季
が
明
確
で
、

自
然
に
根
差
し
た
暮
ら
し
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

過
去
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
へ
の
道
標
と

す
る
べ
き
意
識
で
は
な
い
か

と
思
う
。

３
月
11
日
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
７
年
が
経
過
し
た
。

わ
が
国
は
、
地
震
や
火
山
噴

座
に
参
加
す
る
暇
が
な
い
と

い
う
の
だ
っ
た
。

▼
シ
ル
バ
ー
・

　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
期
待

こ
こ
に
、「
シ
ル
バ
ー
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
よ
る

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
選

択
の
可
能
性
が
あ
る
。
小
泉

純
一
郎
氏
も
、
現
職
総
理
の

時
代
は
、
原
発
を
推
進
し
て

い
た
が
、
今
で
は
、
原
発
の

問
題
を
知
っ
て
、
そ
の
廃
止

を
政
治
運
動
に
し
て
い
る
。

〈
本
コ
ラ
ム
第
⑤
回
『
元
総

理
・
小
泉
純
一
郎
氏
の
勇
気

と
正
義
の
自
己
省
察
―
―

「
我
悔
い
る
、
ゆ
え
に
我
あ

り
」』、
第
74
号
10
面
（
２
０

１
７
年
３
月
20
日
発
行
）
参

照
〉一

般
の
市
民
に
お
い
て

も
、
シ
ル
バ
ー
の
手
で
、
22

世
紀
や
23
世
紀
に
持
続
で
き

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
の
好
見
本
と
し

て
、
子
や
孫
に
未
来
を
遺
産

と
し
て
贈
る
こ
と
が
で
き
る
。

火
力
の
ほ
か
、
付
帯
設
備

が
過
剰
な
原
子
力
な
ど
の

「
再
生
不
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
で
は
、「
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
」
は
確
実
に
増
大
す
る
。

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
は
、
そ
の
正

体
を
知
る
人
は
少
な
い
が
、

私
た
ち
の
行
動
に
取
捨
選

択
、
あ
る
い
は
推
進
や
規
制

を
自
己
判
断
す
る
際
に
有
効

な
指
標
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

未
来
を
つ
く
る
こ
と
に
、

経
験
豊
か
な
善
良
な
高
齢
者

の
行
動
に
、
感
謝
を
述
べ
た

い
。

い
え
る
。

毎
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
「
ら
じ
る
ら

じ
る
」
を
聞
い
て
い
る
。

３
・
11
の
後
、
２
０
１
１
年

９
月
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
。

今
で
は
、
全
国
の
９
つ
の
局

で
制
作
し
た
番
組
を
、
好
み

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
出
身
地
の
東
北
の
話
題

を
、
仙
台
局
か
ら
の
放
送
で

聴
け
る
。
こ
う
し
た
情
報

は
、
自
然
に
根
ざ
し
た
暮
ら

し
の
紹
介
も
あ
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
と
し
て
、
ま
さ
に
全
国
の

北
東
西
南
に
伝
わ
る
。
地
方

復
権
へ
役
立
つ
。

▼
自
然
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

本
紙
は
、
そ
の
名
の
よ
う

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
情
報
の

主
役
で
あ
る
。「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
は
、「
仕
事
を
す
る

能
力
」
と
い
う
の
が
物
理
学

の
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

中
国
語
で
は
「
能
源
」
と
い

う
。エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
私
た
ち

の
欲
望
で
は
な
い
が
、
生
き

る
た
め
に
必
須
の
も
の
で
あ

り
、
国
際
紛
争
の
火
種
に
も

な
る
。
そ
れ
を
、
地
域
分
散

型
に
、
さ
ら
に
言
え
ば
土
着

化
す
る
こ
と
が
、
自
然
に
根

差
し
た
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
」、
ま
た
は
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
利
用
で
あ

る
。
後
者
を
中
国
語
で
は
、

「
可
再
生
能
源
」
と
い
う
。

漢
字
文
化
の
私
た
ち
に
は
、

中
国
語
表
現
に
妙
味
を
感
じ

る
。「

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
に
は
、
本
紙
で

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
太
陽

光
・
太
陽
熱
・
風
力
・
バ
イ

オ
マ
ス
・
地
熱
・
水
力
・
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
自
然
由
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
地

産
能
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

大
事
な
こ
と
が
、
再
生
可
能

で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、「
低
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」

で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択

と
も
い
え
る
。

▼
未
来
を
現
実
視
す
る

　
　
　
シ
ル
バ
ー
世
代

こ
れ
ま
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い

う
言
葉
が
叫
ば
れ
て
来
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市
民
が
選
択

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ま
、
高
齢
化
が
進

み
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
直
接

的
行
使
の
局
面
で
あ
る
現
行

の
投
票
シ
ス
テ
ム
で
は
高
齢

者
に
よ
る
投
票
数
が
多
く
、

「
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
と
い
う
言
葉
で
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
有
権

者
の
う
ち
、
高
齢
者
の
人
口

が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
投
票

率
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
方

が
高
い
こ
と
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

よ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選

択
が
遠
の
き
そ
う
な
気
配
を

感
ず
る
が
、
そ
う
で
は
な
い

側
面
が
あ
る
。

筆
者
は
、
仲
間
と
と
も

に
、
千
葉
大
学
を
会
場
と
し

て
、
２
０
１
４
年
５
月
か
ら

９
月
ま
で
、
全
10
回
の
「
市

民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講

座
」
を
開
催
し
た
。
大
学
生

な
ど
が
参
加
し
易
い
だ
ろ
う

と
大
学
で
、
そ
し
て
土
曜
日

に
講
座
を
設
定
し
た
。
こ
の

意
に
反
し
て
、
参
加
者
は
、

高
齢
者
で
あ
っ
た
。
毎
回
、

講
義
後
に
参
加
者
の
意
見
を

聞
く
会
を
開
い
た
が
、
そ
こ

で
耳
に
す
る
こ
と
は
、「
未

来
」
や
「
持
続
可
能
性
」
で

あ
っ
た
。

高
齢
者
は
、
自
身
が
長
く

生
き
る
時
間
が
な
く
、
３
・

11
の
こ
と
や
地
球
温
暖
化
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
子
や
孫

の
未
来
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

過
去
を
経
験
し
、
現
在
を
知

り
、
未
来
を
考
え
て
、
こ
の

連
続
講
座
に
参
加
し
た
の
だ

と
い
う
。
一
方
、
子
の
世
代

は
、
現
実
の
実
務
で
の
仕
事

や
生
活
に
忙
し
く
、
ま
た
孫

の
世
代
は
学
校
が
あ
り
、
土

曜
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
、
連
続
講

「市民の、市民による、市民のためのエネルギー講座」
最終回の交流会での集合写真（2014年9月20日）

火
の
発
生
頻
度

が
高
い
た
め
、

防
災
対
策
と
し

て
祭
礼
な
ど
に

伝
統
や
慣
習
に

な
っ
て
い
る
。

津
波
の
最
潮
位

（

浸

水

ラ

イ

ン
）
の
高
さ

に
、
神
社
が
設

置
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
は
、

そ
の
好
例
で
あ

り
、
自
然
と
と

も
に
生
き
抜
く

た
め
の
教
訓
と

村
田
製
作
所
は
さ

き
ご
ろ
、
瞬
時
電
圧

低
下
対
策
向
け
の
コ

ン
テ
ナ
型
大
型
蓄
電

シ
ス
テ
ム
を
開
発

（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｌ

ｉ
ｏ
ｎ
（
フ
ォ
ル
テ
リ
オ

ン
）」
を
使
用
。
正
極
材
に

オ
リ
ビ
ン
型
リ
ン
酸
鉄
を
採

用
し
、
発
火
の
恐
れ
が
な
い

高
い
安
全
性
と
、
15
年
間
使

用
が
可
能
な
長
寿
命
を
実
現

し
て
い
る
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
は
、
明

電
舎
、
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
の
交
直
変
換
装

置
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
一
般
的
な

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
比

較
し
高
出
力
で
あ
る
た
め
、

ポ
ン
ス
機
能
」
も
備
え
て
い

る
た
め
、
電
力
の
需
給
ひ
っ

迫
時
に
は
蓄
電
池
か
ら
の
放

電
に
よ
り
、
送
配
電
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
電
力
使
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
蓄
電
池
を
活
用
し
た
効

率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

よ
る
電
力
供
給
の
平
準
化
も

可
能
だ
。

同
社
は
今
後
さ
ら
に
、
高

入
力
（
２
Ｃ
充
電
）
高
出
力

（
６
Ｃ
放
電
）
の
大
型
蓄
電

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
瞬
時

電
圧
低
下
補
償
対
策
や
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
に
加
え
、

短
周
期
、
周
波
数
調
整
も
実

現
し
て
い
く
考
え
だ
。

設
置
場
所
の
省
ス
ペ
ー
ス

に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
電

力
の
需
給
ひ
っ
迫
時
に
電

気
事
業
者
か
ら
の
要
請
に

よ
り
需
要
家
が
負
荷
抑
制

を
行
う
「
デ
マ
ン
ド
レ
ス

し
、
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ

ー
ト
ナ
ー
の
１
０
０
㌫
出
資

子
会
社
の
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｊ

Ｆ
Ｓ
）
と
共
に
提
供
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｓ

は
、
同
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と

な
る
設
備
の
設
置
・
維
持
管

理
、
効
率
的
な
運
用
ま
で
を

行
う
。

送
電
線
な
ど
へ
の
落
雷
に

よ
り
、
瞬
間
的
に
電
力
系
統

の
電
圧
が
低
下
す
る
現
象

（
瞬
時
電
圧
低
下
）
が
発
生

す
る
と
、
工
場
な
ど
で
は
生

産
ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
な

ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
。
デ
ー
タ
セ

ン
タ
や
精
密
機
器
な
ど
の
高

付
加
価
値
製
品
を
生
産
す
る

工
場
で
は
、
安
定
し
た
電
力

の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
同
社
が
開
発
し
た
コ

ン
テ
ナ
型
大
型
蓄
電
シ
ス
テ

ム
に
は
、
子
会
社
の
東
北
村

田
製
作
所
（
福
島
県
郡
山

市
）
が
生
産
す
る
オ
リ
ビ
ン

型
リ
ン
酸
鉄
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ

山
洋
電
気
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
を
搭
載
し
た
常
時
商
用

給
電
方
式
の
無
停
電
電
源
装
置

（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｓ 

Ｎ
11
Ｂ-

Ｌ
ｉ
（
３
ｋ
Ｖ
Ａ
）」

を
開
発
し
、
２
月
28
日
に
発
売

し
た
。
昨
年
６
月
に
発
売
し
た

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｓ 

Ｎ
11
Ｂ-

Ｌ
ｉ

シ
リ
ー
ズ
の
新
製
品
。

常
時
商
用
給
電
方
式
と
は
、

給
電
方
式
に
よ
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の

分
類
で
、
通
常
運
転
時
は
商

用
電
源
か
ら
の
電
力
を
そ
の

ま
ま
接
続
さ
れ
た
機
器
へ
給

電
す
る
方
式
を
指
す
。
停
電

が
発
生
す
る
と
、
蓄
電
さ
れ

て
い
た
バ
ッ
テ
リ
電
力
が
イ

ン
バ
ー
タ
に
よ
り
直
流
か
ら

側
に
切
り
換
え
ら
れ
て
接
続

機
器
へ
電
力
を
供
給
す
る
。

新
製
品
は
防
水
・
防
塵
保

護
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
屋

外
設
置
も
可
能
。
使
用
温
度

範
囲
は
マ
イ
ナ
ス
20
度
か
ら

プ
ラ
ス
50
度
な
の
で
、
極
寒

や
酷
暑
の
環
境
で
も
安
心
し

通
信
基
地
局
、
遠
隔
監
視
装

置
な
ど
の
電
源
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
最
適
と
し
て
い
る
。

出
力
容
量
は
３
㌔
㌾
㌂
。

高
効
率
96
㌫
を
実
現
し
、
省

エ
ネ
効
果
も
期
待
で
き
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
時
間
は
30
分
。

鉛
蓄
電
池
を
搭
載
し
た
同

社
従
来
製
品
と
比
べ
バ
ッ
テ

リ
の
期
待
寿
命
が
約
２
倍
と

不
要
と
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
手
間
と
費
用
が
削
減
で

き
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
前
面
か
ら
バ
ッ

テ
リ
パ
ッ
ク
や
イ
ン
バ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
外
せ
る

な
ど
保
守
作
業
も
容
易
。
保

守
デ
バ
イ
ス
回
路
を
内
蔵
し

て
い
る
た
め
、
イ
ン
バ
ー
タ

を
停
止
さ
せ
て
も
給
電
を
継

続
し
な
が
ら
保
守
作
業
が
で

き
る
。

て
使
用
で
き
る
。
同
社

で
は
工
場
内
の
設
備
、

明電舎は、三井農林須玉工場（山梨県北杜市）

にリチウムイオンバッテリー（LiB）対応の瞬低

対策機能付大容量パワーコンディショナー（PCS）

を1月に納入し、２月より運用を開始したと発表

した。

東京電力エナジーパートナーの子会社である

日本ファシリティ・ソリューション（JFS）を通

じて受注したもので、瞬時電圧低下（瞬低）へ

の対策機能を備えたLiBは村田製作所が開発・製

造した。LiBと接続したPCSの出荷は、明電舎と

して2号機目となる。PCSの納入台数は1台で容量

は2,400kVA。

同システムは瞬低が発生しても蓄電池システ

ムからの放電により一定の電圧を供給し続ける

ことができ、生産ラインを保護できる。

また蓄電池を夜間充電し、昼間放電すること

で、1日の電気使用量を平準化させ、負荷平準化

（ピークシフト）により電力料金の削減が可能に

なる。加えて自動運転機能により、電力系統か

ら切断された際に蓄電池への放電指示を自動で

行うことが可能だ。非常用発電機の安定運転に

もつながる。

同システムは電力ピーク（需給逼迫）時に、

安定した電力供給を行う「デマンドレスポンス

（DR）」にも使用できる。PCSがDR要請の際に蓄電

池への充電・放電を行う。

明電舎の蓄電池用PCSは1996年の発売開始より

現在まで100サイト以上の納入実績がある。今

後、生産設備の瞬低対策用としてはもとより、

分散している発電設備などを一つに束ねて、あ

たかも一つの仮想発電所のように利用するVPP

（バーチャルパワープラント）が普及すること

で、さらなる受注拡大を図っていく。

交
流
に
変
換
さ
れ
、
出
力
が

商
用
電
源
か
ら
イ
ン
バ
ー
タ

な
っ
た
た
め
、
10
年

間
、
バ
ッ
テ
リ
交
換
が


